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Shakespeare's Place-Names Commentary 
Kiγzg Richaγd the Secoγzd 
Yutaka Takeuchi 
Abstract 
This comment丘町 is designed to treat the names of places in Shakespeare's plays. 
Although the names of places are formally recorded in nearly ev巴ryedition. as words， 
they are summarily dismiss巴d-usually in a line. The names of places stand in the 
background of the natural environment， and they are closely related with history of man 
This commentary is attempted in the b巴liefthat knowledge of names of places is an 
important step in understanding human works in ma口yfi巴lds-especiallyin literature. 
1 London し 1. ト書 SHE-11) 
2 Gaunt 1. 1. ト書 附図 2-1B 
これは次項 3のLancasterと同じくリチヤード二世の叔父ジョン
John (1340. 6. 24-1399. 2. 3)についた地名である。昔はどこの国で
も個人名にその住む土地の名が付けられることが広く行われ，例えば次郎長
というのは「清水港」の次郎長のことであり，固定忠次は「固定村jの長岡
忠次郎のことであり，また必:美j青の演ずる寅は「葛飾柴又Jの寅というよう
に地名がつき，特に領主・貴族にあってはその封土の名で呼ばれた c わが国
では加賀候とか薩摩候とか，何々の守等は皆その例である。ただこれらの慣
(61) 
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例は初めの趣旨とは違い，後には爵位に付けられた地名はその貴族の支配地
を示すものではなくなった。
ジョンは権力を恋にしたエドワード三世(1312.11. 13-1377. 6. 21. 
r . 1327-77)の第四子2)である。彼は，リチヤード二世の父，つまりエドワー
ド三世の第一子にして黒太子BlackPrinceの有名な梓名で呼ばれたエド
ワード (1330.6. 15-1376. 6. 8)とは兄弟であった。ジョンはベルギー
のこの地ゴーントで生れたのでこの地名を個人名に冠してジョン・オブ・
ゴーント John of Gauntと呼ばれた。英語では GauntC g;): nt Jまたは
Ghent CgentJといわれるが，一般に通用しているのは原地ベルギーのフラマ
ン語Vlaamsのへント Gentまたはフランス語でのカ、、ン Gantである。エス
コーJIEscaut (ベルギーではスヘルテサ1Scheldtとし、う)とリス Lys(ベル
ギーではレェイエLeie)の両川の合流点にあって運河等によって出来た多く
の中島に跨って発達したベルギー第二の貿易港市で人口約 151，000人であ
る。横維工業を中心とした機械工業と輸出を主とした花弁栽培が盛んである。
1816年創立のへント大学はこの地方の精神的中心であり，民族意識の昂揚は
特に 1916年この大学で漸くフランス色を脱するに至り， 1923年にはフラン
ス語と並んでフラマン語で教授されるという歴史的事件となり，更に 1930年
にはフラマン語をこの大学における唯一の用語とする法律を成立させた程で
あった。運河に臨む中世自由都市の面影は今日までよく保存され， ヨーロッ
パでも最も美しい都市の一つである。 1911年第 11回ノーベル賞受賞の詩人
メーテルリンク MauriceMaeterlinck (1862. 8. 29-1949. 5. 6)の生地
である。
尚この英名 Gauntは普通名詞では「痩せたjの意であって，本劇第2幕第
l場 72-83行にかけてリチヤード王とジョン・オブ・ゴーントの会話には
この語を固有名詞と普通名詞に使い分けてのやり取りがある。
この項については SHE-2. 
3 Lancaster 1. 1. 1 附図 1-2・3D
(62) 
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封土をいうからランカスターという市のことでなく，州のこと。州は Lan-
casterとも Lancashireともいわれる。そして Lancsと略称される。イングラ
ンド北西部にある州でイングランドで最も人口桐密な地域である。西岸海洋
性の湿潤な気候，ペニン山脈の西斜面に広がる肥沃なランカシャ一平野はイ
ングランドの農業，特に牧畜生産の中心となっている。またロンドンに次ぐ
この国第二の貿易港リウ、アプールLiverpool等を有する良好な水運の便，ペ
ニン山脈西側の豊富な石炭等が産業革命以後ここを一大工業地帯とし，特に
インドとの綿業貿易はこの地方を英国でも最も繁栄させたところとしたが，
第二次世界大戦の直前からランカシャーがその生命線であるインド市場を完
全に失ってからはその繁栄は急速に衰微した。「ランカシャーの今日は英国の
明日」“Lancashirethinks to-day， what al England will think to-morrow"と
いう諺があるように，かつて英国の繁栄を担ったその栄光はこの州の中心部
タウン・ホール
市であるマンチェスター市の市役所の建物に今日も窺うことが出来る。英国
の地方都市の中で，また首都ロンドンにおいてもマンチェスター・タウン・
ホールに比較する建造物は無いといってもよい。この町の大学のジョン・ラ
イランズJohnRylands図書館にしても然りで，これまた英国屈指の図書館で
ある。大聖堂と見まがうようなその内部の荘厳さにおいては大英博物館の図
書館British Li braryなど比較にならない。ここにも「マンチェスターが今日
考えることをロンドンは明日考える」“WhatManchester thinks today， Lon-
don will think to-morrow"という諺の存する所以である。
この州は1267年へンリ一三世の第二子エドマンド EdmundCrouchback(124 
5-96)がランカスター伯に封ぜられて王家の中でも特に強力な王家となった
が，更にその孫へンリー(1300-1361)が1351年に Dukeof Lancasterとなっ
てここが王領となるに及んでその権力は更に強化された。この力が最大に強
化確立されたのは本劇の中心人物ジョン・オブ・ゴーントによってであっ
た。ジョンは l項に述べたようにエドワード三世の第四子であったが， 1359 
年上記のランカスター公へンリーの娘ブラーンチ Blancheと結婚してその
公家を相続し 1362年Dukeof Lancasterとなったことによってである。そう
(63) 
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して 1396年その権利は英国王領Duchyof Lancasterという名称となって拡
大強化され永久に確立された。このようなわけで彼の権力この上もなしそ
のため人民の反発を買い，ロンドンのサボイ Savoy(附図 3-2 C)にあっ
た彼の豪館は 1381年6月タイラ-Wat Tyler3)が率いた農民一撲の連中に
同月 13日(木曜日)襲われ焼き打ちを受けた4)。
尚ジョンは英詩の父といわれるチョーサ-Geoffrey Chaucer (ca. 1340 
1400. 10. 25)のノぐトロンであった。
4 Hereford 1. 1. 3 SHE-1 
5 Norfolk 1. 1. 6 SHE-1 
6 Alps 1. 1. 64 
言う迄もなくヨーロッパの主要山脈で，東はオーストラリア東部から起 1)， 
西はフランス東南部まで幅は最大 150km，長さ1，000m以上にわたって東西
方向に走り，全体としては地中海側に凹面を向けた三日月型を描いている。
占める面積は約 33万km2で，フランス，イタリア，スイス， ドイ、ソ，オー ス
トリア及びユーゴスラヴ、ィアを占めている。脈中には 4，810m， ヨーロッパ
最高峰のモンブラン MontBlancがあり，平均高度は 2，500mである。
Alpsの語源に関しては昔から異説が多く，ローマ人がアルプスの山が年中
山頂に白雪を戴いているところから「白い」を意味する彼等のラテン語で
albusと呼んだに始まるといい，また一説にはゲール語の alPやウェイルズ語
のailpがいずれも「高い山」を意味し，また非アーリア系語の albーがこれも
「高いjとか「山」の意味であるところから発しているともいう。またスイ
スがアルプス高地の「棚状の牧場Jをalbと呼んでいるところから Alpsはこ
のalbの転説したもので「山頂附近の牧場」の意味であるとする説もある。
シェイクスピアは全作品中 Alpsの語をこの他に『ジョン王H1. i. 202)， 
(64) 
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『へンリ一五世.1(II. V. 52)及ぴ『アントニイとクレオパトラ.I(I.N.
66)で使っただけである。
7 Gloucester 1. 1. 100 附図 1-5D
グロスターと読む。これもグロスター市のことでなくここでは州のこと。
Gloucesterとも Gloucestershireとも呼ぶ。Glosと略称する。イングランド南
西部の州で，A.EハウスマンがAShroρ'shire LadのXX 1 iブリードン山J
'Bredon Hil'の第l聯及び、第2聯で奇大っている‘boththe shires'と‘thecol 
oured counties'はこのクロスターシャーと隣りのウスターシャーを指して
いる。尚このブリードン山のすぐ南にあるトゥクスベリ Tewkesburyはシェ
イクスピアの生地を流れるエイウ守オン川がセヴ、アーン川と合流する地点であ
る。
州都のグロスターは英国最長にしてまた最大の流量を持つセウ、アーン川
Severn (288 km)河口に位置する。運河が古くから発達したところでヰ寺に州
都のグロスターからセウーアーン川河口のパークレー Berkeley(26項参看)に
至る全長 26kmのグロスター・パークレー運河Gloucesterand Berkeley Ship 
Canalはブリストル海峡を内陸奥深くにまで導いてこの市を重要な貿易港と
している。クロスター市はブリタンニア(今日の英国)がローマの属州であっ
た頃にグレヴゥム Glevumと呼ばれ，武勲輝しい第二アウグスタ軍団5)の駐屯
I也であった。
8 Calais 1 _ 1 _ 126 附図 2-1B
フランス北東部，フランドル平野の海岸線上にあってヨーロッパ大陸とイ
ングランド島とがドーヴ、ァー海峡Straitof Doverを挟んで最も接近してい
る地点で，その間約 40km，英国にj度る「飛脚港Jpacket-stationで，この町
とドーウ、、ァー港との間には連絡船が通じ所要時間は普通の船で90分，水中翼
(65) 
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船 SeaspeedHovercraftでは僅か 30分である。そうしてこ、からヨーロッパ
各国の各市に直結する国際列車が発着する。
この町は世界のレース産業の中心地である。
フランスと百年戦争の事を構えたエドワード三世が 1346年この町を包囲
し， 1 1ヶ月の包囲作戦の後に翌年陥落きせ，以来1558年まで英国の領有す
るところとなった。この 11ヶ月を越える包囲作戦に遭って飢餓に苦しむカ
レー市民を救おうと自ら身を挺した 6人の市民がいた。初めカレー市民を皆
殺しにする以外の降伏の条件6)を受けつけなかったエドワード王は廷臣の進
言を容れて，カレー市の重立つた人間6人の生命と引換えに町を救うことを
承諾した。この条件に自ら進み出だのは最も富裕な長老ウスタッシュ・ド・
サン・ピエールEustachede Saint-Pierreであった。続いてジャン・デール
Jean d'Aire，そしてジャック・ド・ウ、イエッサン Jacquesde Wiessantとそ
の弟のピエール・ド・ヴ、イエッサン Pierrede Wiessant，それにジャン・
ド・フィエンス Jeande Fiennesとアンドレ・ダノレドlレAndrieud'Andres 
の6人であった。彼等はいずれも町の財産家であり，有力な地位にある人で
あった。彼等は自分の生命と引換えに町を救うために，指令通り下着のまま
素足で，首には綱を巻き，市門の鍵を持って英王エドワードに赴いたのであっ
た。この英雄を記念するためにカレー市は 1884年記念像の製作をフランスの
彫刻家ロダン FrancoisAuguste Rene Rodin (1840. 11. 12-1917. 11. 17) 
に依頼した。 1884年から 1888年にかけてブロンズ『カレーの市民jLes 
Bourgeois de Calais (英語では TheBurghers of Calaisという)を作ったが，
それはカレー市当局が考える勇壮な英雄の姿ではなかったためロダンとの聞
に可成りの好余曲折があったが，ロダンは主張を通し，注丈を受けてから 11
年後の 1895年この町の市庁舎の正面広場に建立された。 1915年ロンドンに
この「群像」のコピーが建てられた。こちらの方は，人質となって市から出
てきた 6人の犠牲者を殺さず，その命を救ったエドワード三世の寛容な慈悲
心7)を記念するためであった。ロダン自身 1911年この建立の場所を選定にロ
ンドンに行っており，建立されている場所はロンドン市内でも美しい一帯で，
(66) 
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〈カレーの群像〉
斜線の三人が前面で右から
ジャン・デール
ウスタッシュ・ド・サン・ピエール
ピエール・ド・ウ、イエッサン
その後に三人がいて，左から
ジャン・ド・フィエンス
ジャック・ド・ヴイエッサン
アンドレ・ダ/レドル
(67) 
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特に夕景が見事なテムズ川|畔ヴィクトリア・タワー公園 Victoria
Tower Gardens (附図3-3 B)で， i群像Jは国会議事堂を背にしている。
尚，上野の国立西洋美術館にもこれと同じもの8)が所蔵されている。
9 Coventry 1. 1. 199 附図 1-4E
シェイクスピアの生地ストラットフォード・アポン・エイゥーオン Strat
ford~upon~Avon の町を流れるエイウwオン川を少し遡ったところに明状し難
い程美しいロマンティックな城のあるウォリック Warwickという静かな町
があり，ここから更に真北に上ったところに今日全く廃祉となり乍らも妖し
い雰囲気を漂わせる煉瓦色の巨大な城壁の残るケニルワース Kenilworthの
町を西北に抜けて程遠くないところに位置する。パーミンガム Birmingham
の東南東約 29km，ロンドンからは北西に鉄道で約 150km，大英博物館に近
いユーストン駅LondonEuston St.を出ると急行列車はノンストップで64
分から随分でこの町に着く。人口 334，839(1971年)でウォリック州の州都
である。機械・時計・自動車・自転車・航空機など近代産業の都市である。
英国製自動車のトップを切った「デームラJDaimlerが出来たのはこの町で
1896年であった。このように工業都市であったため 1940年 11月14日夜か
ら15日の朝にかけてドイツ空軍の徹底的な空襲を受けた。この夜イギリスの
電波に撹乱されないラヂオ・ビームを持ったドイツ空軍の第 100戦闘隊500
機は 600トンの高性能爆弾と 10，000個の焼夷弾を雨と降らせてこの町を潰
滅させてしまった。死者は 400名に達したといわれる。このことから「軍需
品の生産を低下させるため空襲で破壊する」の意のドイツ語に coventneren
という新語が作られ，それが英語化されて coventrateとかcoventnzeという
語が辞書に加えられた。このような猛烈な空爆によって廃嘘となった町の復
興は戦後著しし破壊の跡もわからない程であるが，奇跡的に残ったセント・
マイケル大聖堂 StMichael's Cathedralの塔と外壁の一部がこの空爆を歴史
に示す記念として残されている。このように事件の跡を何時の世まで忘れず
(68) 
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に伝えるという猛烈な執助精神はヨーロッパ人の持つ恐しい伝統性である。
この記念の残骸の隣りには聖堂とは全く考えられないような何か公会堂かホ
テルといった感じの前衛的な新しい聖堂が建てられている。これは先ず 1956
年にエリザベス女王によって定礎式が行われ， 1962年5月25日に献堂式が
行われたのである。この聖堂の建設にはドイツからの献金もあったと聞いて
いる。
この町を最も有名にしているのは「ゴダイウaァの伝説」である。ゴダイウゃア
Godi va (Godgi fuとも記す， fl. 1040-1080) とはマーシア伯レオフリック
Leofric， Earl of Marcia ( ? -1057. 8. 31)の夫人の名である。レオフリッ
ク伯はラテン名では Leuricusといい，当時エドワード証信王に娘エディス
Edi th (Edgi tha )を嫁がせるなど権力を得るには手段・節制もないウェセッ
クスのゴドウィン伯 EarlGodwin (1053没)及びマクベスに殺されたダンカ
ン王の長子マルカムが難を避けてイングランドに逃げて来ていたのを助けて
スコットランドに進軍してマクベスを打破って彼をマルカム三世として擁立
させ，シェイクスピアの『マクベス』にも登場しているノーサンブリアのシ
ウォード伯 Siward，Earl of Northumberland (1055没)と共にイングランド
を三分するような実力者で， 1040年から 1042年まで英国王であったデン
マークのカヌート二世CnutI (Harthacnutまたは Hardicanuteと紳名され
た)と次の王エドワード証信王に大きな影響力を持っていた人であった。こ
のレオフリックが夫人と共に 1043年に創建したベネディクト派の修道院
(convent)がこの地名の由来とされている 9)。
きて夫人のゴダイウQァであるが，この名はウィリアム征服王が命じて作ら
せたドゥームズディ・ブックの中に既に屡々記きれており，そうしてコヴエ
ントリの町を愛した夫人は夫が支配するこの町の民が重税に悩んでいること
を知って住民の税の軽減を夫に頼んだ。伯は仲々承諾しなかったが夫人が余
りにも執助であったので， もしお前が真昼間町の端から端まで住民の見てい
る中を真裸で馬に乗って通るならばその願いを聴いてやると冗談半分に言っ
た。それを真に受けた健気な夫人は腔以外の全身が隠れるように髪をふり捌
(69) 
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いで馬に乗って町を通った。これには流石のレオフリックも驚き住民の税を
軽くしたというのである これだけの話では夫人の行為は只善がりの悲壮的
なものか，または哀れなものである。しかしそこにはちゃんと救いがあった。
日頃夫人を敬愛していた住民は夫人が自分たちの為に裸で道中するというこ
とを知って，その姿を見るはとても忍び、ないから，その時間には街を歩かず，
戸を閉めて屋内にいるよう互いに触れを出した。ところが只一人不時な料簡
の男，仕立屋のトムがこれは面白いことと戸の隙聞から覗き見をしたところ
天罰観面，彼は忽ちのうちに目が潰れ， i覗き見のトムJPeeping Tomの汚名
を後世に残した。それ故にこの町をピーピング・トムの町という人もい
る。ただこの「覗き見のトムJの話は 1678年以前にはないので後世つけ加
えられた話らしい。ゴダ、イウ、、アの話はセント・アルパンズの修道士にして，
またすぐれた年代記作者でもあったウエンドーヴ、アのロチ、ャー Roger of 
Wendover ( ?ー 1236)が天地創造から 1235年まてaを書いた年代記『歴史の
精華jFlores Historiarumに最初に見出される。その後いくつかの年代記にも
ゴダイウゃァ夫人の話は載っているがそれらはすべてこのロヂャーのものの亜
流である。有名なものでは 17世紀の廷臣・歴史家のダグデール SirWil-
liam Dugdale (1605~ 1686)の『ウォリツクシャーの故事来歴.1Antiquities 01 
Warwickshire ( 1656)にあり，これは更にウォリック出身の怒り屋のランド-
Walter Savage Landor (1775 ~ 1864)がイタリアのフイレンツェで書いた五
巻本の『架空の話.1!maginary Conversation (1824~29) の中に書いている。
また桂冠詩人テニスンが 1842年に「ゴ夕、イヴァJGodiva， A Tale 01 Coventry 
の詩を発表している。その他にも詩人・劇作家のドレエィトン Michael
Drayton (l563~ 1631)，ジャーナリスト・詩人・批評家・随筆家として一時
世を風慶したリー・ハント JamesHenry Leigh Hunt (l784~ 1859)も詩に書
いている。ゴダイウ、、ア夫人の騎馬像は市の中心街フ申ロードゲイト Broadgate
にあるショッピング・センターの広場にある。これは 1949年リード・ディッ
クReidDickという人の手になったものである。
1398年9月本劇でも述べられているノーフォーク公トマス・モープレー
(70) 
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とへレフォード公へンリー・ボーリングブルック(後のへンリ一回世)がリ
チヤード二世の前で行うとした斬り合いの場はこのコウーエントリの東ゴス
フォード・グリーン GosfordGreenであった またこの町はへンリ一四世と
へンリ一六世の時代に議会が聞かれているが，前者のはリチヤード二世から
王位を奪ったへンリ一回世が 1404年この町で法律学者を一切出席させない
で聞いたために「低能議会Jとか「無学議会JParliamentum !ndoctorumと
紳名された議会であリ，後者はパラ戦争の最中の 1458年多数の人の権利剥奪
があった為ParliamentumDiabolicumと紳名されたものであった。
10 W oodstock 1. 1. 1 附図 1-5E
ここでいわれる Woodstock'sbloodというのはグロスター公 Dukeof Glou 
cesterのことで，公は元Thomasof W oodstockといし、'エドワード三世の第
六子で 1377年Earlof Buckinghamとなり， 1385年Dukeof Gloucesterと
なった。 1397年リチヤード二世によって 12項に述べるプレェイシ-Plashy 
で捕えられ，フランスのカレーに連れて行かれてそこで殺された。 9月8日
以降 24日の間といわれる。公がThomasof W oodstockといわれたのは 1355
年 1月7日にオックスフォドシャーのこの地ウッドストックに生れたためで
ある。ウッドストックはロンドンの北西約 120kmの地点，オックスフォドの
北西約 12kmにあり，今はオックスフォドのベッドタウンとなっていて，パ
スで約 30分のところである。人口は約 2，000(1971)である。
へンリ一一世はこ冶にマナー・ハウス mannorhouse (館)を建て猟場とし
ての御料林を設けた。正に地名が表す通りである 10)。
1173年へンリ一二世は王妃エレナ-Eleanor of Aqui taine (ca. 1123 
1204. 4. 1)を幽閉して， 1175年ロザモンド・クリフォード，通称「美し
のロザモンドJFair Rosamondを寵妃としたが，伝説では王はエレナーの嫉
妬を恐れてロザモンドをこの御料林の奥深くに迷宮labyrinth(またはmaze
ともいう)を造って隠まったが，王妃エレナーの嫉妬の執念は誠に凄じく，
(71) 
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幽聞の身にも拘らず手を廻してロザモンドを探し当てて 1176年彼女を毒殺
したという。ロザモンドの墓石には次のラテン語の碑銘が刻まれていたと伝
えられている。
Hic jacet in tumba Rosa mundi， non rosa munda : 
Non redolet， sad olet， quae redolere solet 
ロザ・ムム〆デイ
(ここの墓に眠っているのは世界のパラであるが，それは清浄のパラではない。生前
香わしい人ではあったが，今は芳香ならぬ悪臭を放っている)
エドワード一世の第二子Edmundof Woodstock( 1301← 1330.後の Earlof 
Kent)がこ冶で生れ，またエドワード三世の長子黒太子 Black Prince， 
Edward of W oodstockもこ、で 1330年 6月15日に生れ，また上記の通りそ
の第六子もここで生れているのである。
1554年5月23日から 1555年4月末までエリザ、ベス一世は姉のメアリ女
王によってこ、に監禁されていた。
今一つこのウッドストックで触れなければならないのはブレニム宮殿
Blenheim Palaceである。宮殿と記したが王室のものではないので「館」ある
いは「御殿」に当るが余りに立派なので日本語では王宮・宮殿の言葉が当て
はまるようである。 1701年フランスのルイ十四世はスペインの王位継承をめ
ぐりオランダ・イギリスと衝突した。これが 1713年まで続いたスペイン継承
戦争(イスパニア継承戦役)である。当時の英国王オレンジ公ウィリアム三
世は先きに 1689年のイギリス「名誉革命」で英国王となったオランタのオラ
ニエ公ウィレム (20項参看)であって，かねてからルイ十四世のオランダ侵
略等の野心を挫くことを畢生の業としていた程であったからウィリアム王は
対仏大同盟を形成し，その盟主としてルイ十四世に対抗した。決戦は 1704年
8月13日ドイ、ソ南東部ノ〈イエルン Bayernのドナウ川に臨むブリントハイ
ムBlindheim(附図 2-2 D)で行われた。ここはアウグスブルグAugsburg
の北北西約 37kmの今は人口 1，000人にも満たない小村である。バイエルン
地方というのは今日西ドイツの南東部の外|でミュンへン Munchenがその州
都で，英語ではバイエルンがパヴ、アリア Bavariaとなり，ブリントハイムは
(72) 
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ブレニム Blenheimとなる。さてその決戦はルイ十四世のフランス・バイエ
ルン連合軍をイギリスの常勝の誉れ高い名将11)マールパラ公ジョン・
チャーチルJohnChurchill， Duke of Marlborough (1650-1722)か打破って，
世界征服をしようとするルイ十四世の高慢な幻を永久に消滅させ，彼の晩年
に暗い影を投じきせたのであった。時に英国王はアン女王の時代となってい
た。女王はこの大戦勝に対する彼への褒賞として，マナー・ハウスのあるこ
の地ウッドストックの御料林を下賜し，ここに二階建ての大館を建てて公に
与えた。総工費 30万ポンドでその中の 25万ポンドが議会から支出された。
残りの 5万ポンドはマールパラ家の支出であった。造営工事は 1705年に始め
られ，完成は公の死後の 1727年であった。 18世紀イギリスにおける最大の規
模で，その規模の大きさの一例を示すと大ホールは幅 14m，長さ 21m，高
さ20mで凶房から 100mも離れているといった程である。規模の大きいこと
は只建物ばかりでなくその庭園においても桁違いのものであり，またこの宮
殿の敷地に今日 100名程の公爵家の仕事に携わっている人が住んでいるとい
うことを聞く時に，玄関の一歩外はもう道路だ¥ という貧しい住いのわれわ
れの比較の規準では全く通用しないものである。設計者は 1714年授爵された
ウ、、アンブルー(ヴアンブラ)Sir John Vanbrugh (Vanburgh. 1664-1726. 
3. 26)であった。ヴアンブルーの生涯は曲折に富み， 1683年から 2年間フ
ランスで建築を学び， 1686年には軍隊に入って 1690年から 1692年まで捕虜
となり，その捕囚生活の後半はパスティーユBastilleに投獄されていた。 1696
年劇作家に転じ， 1705年までに 10篇の戯曲を発表して当時シェイクスビア
劇などに匹敵するという評判の劇を書いていたコングリーブWilliam Con← 
greve (1670. 4. 5 -1729. 1. 19)と並ぶ風俗喜劇作家となっていた。 1698
年から建築の実務につき， 1705年ロンドンにへイマーケット劇場Hay-
market Theatreを建て，同年から 1707年までこ、の支配人となっている。こ
の劇場は堂々としていたがその音響効果は貧弱であったといわれる。
さてこのブレニム宮は当時の英国では珍しいバロック風建築様式で建てら
れたが，ウ、、アンブルーが得意とした割にそのバロック趣味は余り洗練されて
(73) 
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いるとは思われない。
第二次大戦で比類なき統率力を持って英国を勝利に導いたウィンストン・
チャーチルSirWinston Leonard Spencer Churchillはこの公爵家の分家に
当るが，彼の父ランドルフ Randolph(1849. 2. 13-1895. 1. 24)が第七
代マールパラ公の三男であったところからウインストンは 1874年 11月30
臼この宮殿に生れ，またハイド・パーク・ゲートの自宅で 1965年 1月24日
亡くなった彼の墓も先祖のと並んでこの宮殿のすぐ傍の教会墓地にある。
チャーチル家は本家・分家共に今やかつての栄光・権力なくその生活窮状と
いわれている。
11 York 1. I. 62 SHE-1 
12 Plashy 1 _ I_ 66 F付図 1-5G
表記はこの他に Pleshy，Pleshey， Plesseyがあるが公に使われているのは
Plesheyである。語源的にはフランス語から出たもので樫木等で囲った地の
意である。国Iの位置は，かつてイースト・アングリアといった今日のエセッ
クスの州都チェルムズフォード Chelmsfordから鉄道で北に 16km，ロンド
ンからは約 64kmの地点にグレェイト・ダンモウ GreatDunmowという町
があるがこの町とチェルムズフォードを直線で結んだ丁度中間点である。
劇のこの場でグロスター公夫人，つまりグロスター公ウッドストックのト
マスの未亡人は亡夫の兄であるゴーントのジョンに夫の復讐を頼んでいる。
亡夫は 10項に記した通り 1397年リチヤード王によってこの地で捕えられ殺
されたのであった。
尚第2幕第 2場の 90行でクロスター公未亡人はこのブレェイシーで死ん
だと報ぜられるが，実際は 1399年 10月3日パーキングBarkingのベネデイ
クト派の教会堂 BarkingAbbeyで亡くなっているのである。パーキングはロ
ンドン塔に近いフェンチャーチ・ストリート駅FenchurchStreet Stの約 13
(74) 
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km東にあるエセックス州に属し，テムズ川の一支流ローデイングRodingの
流れるロンドンの特別地区 municipalboroughであったが 1963年来大ロン
ドン州 Countyof Greater Londonに入れられている。
13 Derby 1 _ IL 35 附図 1-4E
こ、でもダービーシャ-Derbyshireのこと。州都でもダービーという。イ
ングランド中部にあって農牧業と化学・機械・繊維工業，それに陶器産業が
盛んである。ロールズロイス RollsRoyceの航空機エンヂンやその自動車は
このダービーの町で作られる。州都ダービーはかつて英国がローマの属州で
あった時代にデルヴェンティオ Derventioと呼ばれた古い町でロンドンから
北西へ鉄道で 205kmo人口約 21.9万(1971)である。尚有名なダービー競馬
とは無関係で、ある。序いでながら競馬は 1780年これを創設したのが第十二代
ダービー伯であったためダービー競馬の名があるが，行われる場所はロンド
ンの homecountiesの一つサレー州のエフ。ソム Epsomという町である。
14 Caucasus 1 _ IL 295 
英語ではコーカサス Caucasusだが原地名はカフカース Kavkazである。東
はカスピ海，西が黒海，北はクーママヌイチ凹地，南はトルコ及びイランの
国境に固まれた地域。この地方を占めるコーカサス山脈には万年雪をいただ
き，氷河を抱く 5，000m以上の高山が雀えている。
シェイクスピアはこの語を全作品で二度使用しているが，そのいずれもが
矢張リ山を指していて，地方を言っていなし、。すなわち本劇ではボーリング
ブルクが「雪の山」といし" rタイタス・アンドロニカス』の第2幕第 l場 17
行でも述べているのはコーカサスの岩頭のことである。この地名の丈学作品
における記録は実に古しギリシァの悲劇詩人アイスキュロス Aischylos(前
525-456)の『縛られたブロメーテゥスjPrometheus desmotesの中に既に現
(75) 
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れている。このアイスキュロスの劇の中で，プロメーテゥスが人間に火を与
えたためにこの様峨として主主える岩山に縛られているのであるが，シェイク
スピアが上記『タイタスjの場で、使っているのも同じくブロメーテゥスの話
である。
15 Ely House 1 _ N_ 58 附図3-2A及び附図 4
地名ではないがこの館の所在地について記しておく。千ーリーの司教がロ
ンドンに持っていた館で，中世紀のロンドンでは最も印象的な館で黒太子は
ここに住み，また本劇での通りジョン・オブ・ゴーントはこの館で病床に
あって (1.N)，ここで 1399年2月3日亡くなった。
18世紀までは旧ロンドン市のはずれ，今日のセント・ポール大寺院の北西
約 0.8kmのホーパン・サーカス HolbornCircusのすぐ北にあった。今日
こ、に残っているのは当時の礼拝堂で，これは今日もローマ・カトリック教
会として使われている。今日この辺リはかつてのイーリー館の庭に面した
ハットン・ガーデン通リ HattonGardenの名で、通っている。
Ely Houseの名称は 18世紀になってイーリーの司教がその館をウエスト
ミンスターの議会の近くに移転することを決め，現在ロンドンの中心街ピカ
ディリィ・サーカスからピカディリィ通りを西に少し行ったドーヴァー・ス
トリート DoverStreetの37番地に館を新築してからである。 1909年まで
イーリーの司教のものであったが，その後いろいろな人が変わり住み， 1965 
年からはオックスフォド大学出版局 OxfordUniversity Pressが借用してい
る。
本劇の ElyHouseはホーパンにあった旧のものを指していることは言う
迄もない。
16 Northumberland I. 1.147 SHE-1 
(76) 
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17 Wiltshire I. 1. 215 附図 1~5D'E
イングランド南部地方で海に面しない州の一つで，またトマス・ハーディ
の小説や詩の多くに扱われるところで一般にハーディ・カントリと称される
もののうちの一つである。アルフレッド大王に象徴される古代英国の雄とも
いわれるウェセックス王国は今日のウィルトシャー， ドーセット，ハンブ
シャー，パークシャーの諸州を含んでいたものである。
この州の五分の三はソールズペリー平原 SalisburyPlainと称する石灰質
の草原とマールパラ草丘MarlboroughDownsである。この州で最も有名なの
はソールズペリー平原にあるストーンへンヂ Stonehengeである。巨大な石
柱群で最高の高さのものは 6mを越えるものである。英国の地形はなだらか
な草原・丘陵が続き，目を遮るような高い山がないためか島国根性の英国人
はこのような程度のものに感心しているらしいが，エジプトのスフインクス
などを見た眼には少しも驚くことのない貧弱なものである。この巨石を何故
このように集め，積み重ねたかは現今も不明である。太陽崇拝説，墳慕説な
ど紛紛としている。この地方の州都ソールズペリーにある大聖堂とオール
ド・セアラムについて SHE~ 10 
18 Port le Blanc I. 1. 277 附図 2~2A
シェイクスピアの版本の中では Portle Blan， lePort Blan， lePort Blancと
なっているものもある。フランスのブルターニュ地方のコートゥデュノール
県Cotes-bu-Nordleにある現代名 Portle Blancという非常に小さな港町で
ある。
19 Brittany 11. 1 _ 278 附図 2~2A
フランス西部の地方名で大西洋に北西に突出する半島地方で前項目の
(7) 
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コートゥデュノール県などはこの地方に属する。古くはアルモリカ Armori
ca，更に古くは Aremoricaと呼ばれた。これは「海に臨む地」の意味のケル
ト語のアルモールArmarから発したものであった。地質上対岸のイギリスの
南西部と連絡が保たれているのと同じようにこの地方はイギリスにいたケル
ト族がゲルマン民族のブリテン島襲来の難を逃れてブリテン鳥からこの地に
逃げてきて住みついた為ローマ人はこの地方を小ブリタンニア Britannia
Minorと呼んだことに Brittanyの名の由来がある。 Brittanyの語はフランス
語ブリターニュ Bretagneに対する英語である。それ故にかBretagneとはブ
リトン人の国の意といわれる。このような理由でこの地方の言葉は特にブリ
タニ一語Bretonといわれる。
尚シェイクスピアの版本によっては Brittaine，Bretagneなどとなってい
る。
20 Exeter II.I.281 附図 1-6C
イキ、リス南西部，デヴオンシャーの州都。ロンドンのウォータールー駅か
ら3時間 40分はか冶る可成りの遠地にある。人口約9.5万(1971)で， 1942 
年ドイツ空軍の爆弾で破壊された為に都市計画が進み新旧の建物の並ぶ落着
いた町。今述べたようにロンドンから可成りの遠地である為この地方一帯の
開発は最近漸く進んで来た段階であるが，このエクセターの町だけはその歴
史は非常に古<，重要な町として発達して来た。すなわちイギ リスがローマ
の属州であった時代のうち西暦50年頃ローマ人がこ、に城塞を築いて町を
聞き，イスカ・ドゥモニオールム IscaDummoniorumと名づけここを起点と
するローマ道路を設けた。この城壁の大部分は 1942年のドイツ空爆で破壊さ
れたがその一部が現存しているイギリス最古の町の一つである。そうして英
国王室，特にエドワード証信王，ウィリアム征服王，チャールズ一世，オレ
ンヂ公ウィリアム三世などがこの町と密接な関係を持っている。例えばオレ
ンヂ公は 1688年 11月5日， 300隻近い大船隊を率いてオランダを出発し，デ
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ウ守オンリー ト!のトー ・べイ TorBayという湾に到着し， 翌6日湾の南のブリ ック
スハム Brixhamに上陸し，エクセターに無血入城し，市の主教邸に司令部を
設け多くの貴族 ・ジェントルマンの支持を受けてロ ン ドンに向けて進箪し，
1689年4月11日英国王位に就いたのであった。オレンジ公の遠征軍の陣容
は歩兵が 18大隊一 l大隊の兵力は約 600人，騎兵3，280名，馬 4，000頭，
その株300トン，煙草4トン，ビール 1，600樽，ブランデー50樽，オレ ンヂ
公専用四輪馬車，予備の長靴 l万足，それに移動可能な橋梁と鍛冶工場，貨
幣鋳造用の鋳型と印刷機も備えていた。
この町にある 12世紀のノルマン様式の端整な美しい大聖堂は特に有名で
ある。高きがそう高 くないので辺りの建物が邪魔で、見晴しが悪かったがドイ
ツの空爆で東側にあった中世城壁の一部が壊されるなどして見晴しが今はよ
くなっている。その端緒は 670年より早くここに修道院が建てられていたと
いわれる。聖ボニフアース SaintBoniface12)はこの修道院で研修したと伝え
られる。932年に教会堂が建てられたがこれは 1003年デーン人によって破壊
され， 1019年時の英国王も兼ねていたテーン人のカヌート王によ って再建さ
れた。エドワード証信王は無防衛なクレェディトン Creditonから司教座をエ
クセターに移す許可を時の司教レオフリ ックLeofric13)に与えた。そうして
1050年エドワード証信王はレオフリ ックをこ、の初代司教に任じ聖堂が建
てられた。レオフリ ックは 1072年に亡くなったが彼がこ、に残した所謂 「エ
クセタ一本JCodex Exoniensお(The Exeter Book)はまことに貴重な文献で
ある。これは誰かが 950年から 1000年の間 (975年頃と推定される)に書き
写したものをレオフリ ックが 1060年頃この聖堂の教会堂に残したものが今
日保存されている。内容はoE (古代英語)の哀歌としての代表作品である
『さすらいの人jThe Wandererや 『海行くものjThe Seafarer等である。
21 Canterbury I. 1. 282 SHE-1 
22 Bretagne I . 1. 285 19項に同じ
(79) 
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23 Ravenspurgh 
竹内 屋主-"-
I. 1. 296 附図 1-3G
Ravenspurとも綴る。ハンノ〈ーI1河口の SpurnHeadに近いところで本劇
の通り国外追放になっていたボーリングブルックが1399年7月に上陸した。
また追放されていたエドワード一世も 1471年にこ〉に上陸し帰国した。今日
このRavenspurghはその形跡もない。ノ、ンパー)11の三角江で砂州となってい
るからである。
24 Windsor I. II. ト書 附図 1-5F
ロンドンの西方約32km，汽車で50分のテムズ:')11の右岸にある。人口約 1
6万(1971)で英国王室の居城ウィンザ一城があるので有名。エドワード証信
王がこ、に館を持ったが，次のウィリアム征服王はテムズ川を見下ろす
チョークの台地に築城を決意した。王が 1070年こ、を訪れていることは既に
知られており，また 1086年この城はドゥムス、ディ・ブックに記録されてい
る。城はその後へンリ一三世，エドワード三世，ヂョーヂ四世によって増改
築されて今日の形となった。中でもエドワード三世はこの域で1312年 11月
13日生れたことは彼にこの城に対する強い愛着となり，王は全イングランド
から腕利きの職人を集めて 1350年頃から改築を始めた。
尚城の対岸徒歩僅かの地に有名なイ一トン校があるがそれについては
SHE-1 
25 W orcester I. 1. 58 附図 1-4D
ここではWorcestershireのことをいう。イングランド中部の州で irへン
リ一八世J地誌、考(前篇)J 161頁で記したようにケント州と共に 'theGarden 
of England'といわれる地味豊かな地方であって，混合農業，酪農，園芸農業
特にホップ栽培が盛んでイングランド最大のホップ市場がある。農産加工と
(80) 
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して日本でも馴染のウスター・ソースの生産で名を成している。
州都ウスターは英国の大内乱の時に王党に最後まで忠誠を守リ通した町で
あったが遂に 1651年若いチャールズ二世はこの町でクロムウェルに惨敗を
喫した。 1651年9月3日クロムウェルによってこの町に包囲されたチャール
ズ二世はウスター大聖堂の窓から臣下の兵がクロムウェル軍によって潰走さ
せられたのを見ることによってこの内乱の終末は決定づけられたのであっ
た。
この町を流れるセウーァーン川の左岸に沿ってあるウスター大聖堂は古くは
聖オズワルドSt.Oswald14)tニよって修道院として建てられていたものが
1080年代になってウルフスタン Wulfstanl5)t二よって建てかえられ， 1084年
建造の地下納骨堂が今日残っているこの聖堂の建物のうちの最古の部分であ
る。この納骨堂にノーサンブリアの王で聖人となったオズワルド16)の形見が
耐られている。またこの聖堂には左手に剣を持って奇怪な容貌をした欠地王
ジョンの大理石像がある これはドーセット州のパーベック Purbeckで産す
るPurbeckmarbleあるいは Purbeckstoneといわれる褐色の上質の石て。出
来ていて，このジョン王の{象が英国王室のものとしては最古の像である。こ
の像は多分ジョン王の没した 1216年に遅れること 2年の後に製作されたと
される。
26 Berkeley I. I. 119 附図 1-5D
ブリストル湾に注ぐセヴァーン川河口に近いこの町は中世には Berkleyと
いった。その昔アングロ・サクソン時代は Berclea，Beorcleaと記した。ロン
ドンから鉄道で約 250kmの地点で人口僅か 600人程の眠れるような静かな
小さい町である。この小さい町にあるパークリ一城はウィリアム征服王の治
世に築かれたもので，こ冶に最初のプリンス・オブ・ウェイルズであったエ
ドワード二世は 1327年9月22臼に惨殺され，今日その部屋は殺害の行われ
たま、の状態で保存されている。
(81) 
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種痘法の発見者ジェンナ-Edward Jenner (1749. 5. 17-1823. 1. 26) 
の生地でもある。
27 Bristol I _ rL 135 附図 1-5D
ここは大西洋から大きく湾入したブリストル湾に臨み， ク山口スター 州、!の州
都ではないがこの州切つての大都会，人口約 42.5万(1971)。都市としての
歴史は古<18世紀にはロンドンに次ぐ英国第二の都市一商易・学芸文化の
中心であったが 19世紀以降は諸般の事情が相重って繁栄は抑えられたが，近
年再び化学・食品・重化学工業が興 1)，i巷も国際貿易港として重要な地位を
占めて来ている。
ブリストル城はアルフレッド大王の長子エドワード Edward(Eadward， 
Eadweardとも記録される。梓名は theElder。フ 870-924)によって建てら
れたと伝えられる。ウィリアム征服王の長子ロパート Robert(1051-1134) 
を支持する叛軍の拠点となったところでもある。ウィリアム征服王の孫にし
てへンリ一一世(征服王の第三子)の甥のスティーヴン Stephen(ca. 1097 
1154. 10. 25)はへンリ一一世が亡くなると王位継承者を自任して即位し，
1135年から 1154年の約 20年間王位にあったが，へンリ一一世の娘マテイル
ダMathildaを支持する派との抗争がその間続き，どちらも決定的な勝利は得
られなかった。或る年代記作者がこれ程苦しめられた犠牲者の出た験しはな
い， と伝える程人民は虐殺され，苦しめられ，略奪された。スティーヴン自
身も 1141年捕えられて，このブリストル城に送られ， 6ヶ月間も鎖で結がれ
るという一時もあった。また前項に記したエドワード二世がパークレー城で
暗殺されたが，パークレー城に移される前はこのブリストル城に幽閉されて
いた。クロムウェルによって引き起こされた内乱時代王党派が根城としたの
はこの城であった。 1656年クロムウェルによってこの城は放棄され廃城と
なった。今日市内のセント・ピータ-St. Peter教会の北側，カースル・スト
リー ト CastleSt.とコック・レーン CockLane及びボトル・レーン Bottle
(82) 
「リチヤード二世J地誌考 357 
Laneに固まれたところがそのf立置である。
尚Bristolの綴りはME(中世英語)では Bristowであった。シェイクスピ
アの版本によっても Bristow，Brist， Bristollとなっている。
28 Catswold I. II. 9 附図 1-5D.E
これはグロスター州の東部を西南から東北にかけて連なる山地でコッ
ウオールド山地Cotswoldsまたは CotswoldHills， Coteswold Hillsといわれ
る。また別称コッテスウオールズCotteswoldsともいう。全長約 86km，幅 48
km，高さ約 309mで西側は急峻で、あるが東側は勾配が緩やかで立木少なく草
地である為牧羊に適し， コッウオールドといわれる毛の深い羊の飼育で有名
であり，特にシェイクスピア時代にはこ、は英国における羊毛の生産と羊毛
加工産業の中心地であった。今一つこの地方を有名にしているのは Cotswold
limestoneという石で建てられた町並みの美しさである。この石は白葡萄酒
のような，蜂蜜のような色の石灰岩で今日も尚生産されている。
Cotswoldの名の起源については前半の cotsは不確かではあるが「羊」の
意であるとされ，後半の woldは「森林地帯jを意味する。
テムズ川はこの地帯からその源を発する。
29 Salisbury I. N. ト書 SHE-1 
30 Carlisle II. I. ト書 附図 1-2D
イングランド最北州カンパーランド州の州都で人口約 7.1万(1971)。ロン
ドンから北西へ鉄道で、480kmoロンドンのユーストン駅を出ると特急で約4
時間弱で着く。こ、から東海岸のニュー・カッスル・アポン・タインに鉄道
で97km ( 1時間 45分。この線は普通列車のみ)，北東のエディンパラに鉄道
で158km ( 1時間 45分)，北にグラスゴーには鉄道で 161km ( 1時間半)な
(83) 
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ど6本の鉄道がこ、で交わる鉄道交通の要地である。当然道路にあっても非
常に重要な地点であり，イングランドはここで終りといった感じのところで
スコットランドに近い為ローマ領有時代に軍事上の拠点となりルク、、ヴァルム
Luguvall(i)umといわれた。東海岸のベリックの町程ではないが頻繁にス
コットランド人の侵冠を受けた。それ故にここから東へ英国版万里の長城が
築かれたのは 120年(完成は 127年頃) 17)であった。ルグヴ、アルムの名はサ
クソン時代にも引継がれていた。その後ブリトン人によって Cear-Luelと名
づけられた。これらの名の起リは Luguvallumの方は Lugusとし、う「神の城
壁」の意といわれるが実は Lugusというのは Luguvalosとしミう個人名で，こ
れは Lugusのように強いという意の古い英語から出たとされる。一方 Cear
はcityの意であり， LuelはLugusの語が9世紀にこう変ったのであった。
われわれ日本人，特に北海道の人間には少しも珍しくない風景をひろげる
有名な湖水地方LakeCountry of Districtはこの町から南にすぐ下った一帯
である。
31 Barkloughly II. I. 1 附図 1-4B
リチヤード二世がアイルランド遠征から帰国した上陸地点をホリンシェド
はBarclowlieと記録していて，シェイクスビアはこれに拠ったものである
が，他の年代記ではその地点をミルフォード Milford(附図 1-5 A)ある
いはペンブローク Pembroke(附図 1-5 B) としている。 Barclowlie
(Barkloughly)は多分今日のハーレック Harlechであると推測されている。こ
こはその城で有名で，城はエドワード一世がウェイルズ統合のためにウェイ
ルズに多くの城 Aberystwyth， Beaumaris， Builth Wells， Caenarvon， 
Conway， Criccieth， Denbigh， Flint， Harlech， Rhuddlan (これらの地はす
べて附図 1にある)を築いたが，その中でブーマリス城，カーナボン城，コー
ンウェイ城，フリント城，ハーレック城，ルドラン城はエドワード一世の六
城として特に有名である。ハーレック城はかつてケルト人の築いた要塞の
(84) 
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あった場所に，王の命によって当時すぐれた築城技術家であったジェイムズ
James of St Georgeが 1283年頃建設に着手し，凡その完成は 1290年であっ
た。二重の城壁に固まれた殆んど方形に近い形であって典型的なエドワード
王式の築城形態を示しているが，東側と南側に広いi豪がめぐらされ，北と西
は切り立った崖となって海に通じており， 60mを越える崖の上に円い隅塔と
それを結ぶ城壁とが烈しい緊張感を漂わせて四回を制圧するばかりに厳しく
築かれている為‘boldrock'の名がついており，城郭都市を形成するカーナボ
ン城等と違って，戦闘用の為に一個の全く独立した城塞であり，その雄姿は
数km先からも望むことが出来る。
パラ戦争で1468年この城に赤パラのランカスター箪が 1年間も立て龍リ，
ベンブローク伯ハーパート卿LordHerebrt， Earl of Pembrokeとその弟Sir
Richard Herbertの率いる白パラのヨーク軍を悩ました。城に龍もるウェイル
ズの忠節な猛将夕、フィッド-アブ・アイニオン Dafyddap Ieuan (Dafydd ab 
Einion)の守りは固かった。この時にダブイッドが作曲したといわれる「ハー
レックの男たちの行進JTheMarch of the Men of Harlechという曲は龍域軍
の士気を高めたといわれる。この曲は今日弘くイギリス人に親しまれている。
降服勧告に答えたダブイッドの昂然たる答は今日迄伝えられている有名なも
のである。一“Ihad once hold a castle in France so long against siege that 
al the old women in Wales talked of it， and now I will hold a castle in Wales 
until the old women of France talked of it !"城門での戦死者は 6，000人で
あった。寵城軍の勇敢さに感動したノ¥ーパート卿はエドワード四世にダ
ブイッド以下龍城軍の助命を約束させたという。
32 Flint I _ I _ 209 附図 1-3C
ロンドンのユーストン駅から約307km，美しい中世の町チェスターからは
192kmである。入江が深いデイ川 Deeの西河口にある人口 14，660(1971)の
町。エドワード一世が建てたウェイルズの一連の城(前項参看)のうち最も
(85) 
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早く建てられたもののーってい，王は 1277年の夏から僅か3年聞の突貫工事で
この城を築いた。城の基礎工事等に最初の一週間で10万ポンドと 950人の人
足を費したといわれる。こうし寸手早い強引な実行力がエドワード王の持ち
味でもあった。域は北と東がディ川に面し，天主閣は城壁の外にあって天主
閣の周りの殆んどは濠となっていて，この形態はエドワード王の築城として
は唯一の例外的構築である。城は今日甚だしく廃れ，崩れた城壁に連なる崩
れかけた隅塔がーっと，城壁の外側に天主聞が残るだけである。 1399年 8月
リチヤード二世はボーリングブルックの好計にか、ってこの城で捕えられ
(1ブリタニカ百科事典」はコーンウェイ城としている)， 9月29日(または
30日)に王位を剥奪された (34項参看)。そして 10月28日リチヤードはヨー
クシャーのポンティフラアクト城(39項参看)に送られてそこで 1400年2月
14日餓死したといわれる。
33 Langley II. N. ト書 附図 1-5F
今日のKing'sLangleyのこと。ハートフォードシャーの南西部にあってセ
ント・アルパンズの南西である。エドワード三世の第五子初代ヨーク公エド
マンドは 1341年6月5日この地に生れたのでEdmundde Langleyと呼ば
れた。彼は 1394年から 1399年の間リチヤード二世の三度にわたる外征の聞
に摂政を務めた。この町にある教会King'sLangley churchにはヨーク公と
その妃イサベラ Isabellaof Castileの像がある。
34 Westminster Hall N. 1. ト書 附図3-3B
地名ではないが建物の所在場所としてこ当に説明する。図のようにテムズ
川西河畔に建つ国会議事堂の建物の下院の一部で西に突き出た部分がウエス
トミンスター・ホールである。征服王の子の第二代ウィリアム・ルーフスが
1097年に創建し， 1099年に完成したもので昔はウエストミンスター宮殿の一
(86) 
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部であった。こ冶は 13世紀から 1882年18)まで王政庁から派生したコモン・
ロー裁判所の一つで，他に王座裁判所と財務裁判所があった。 1327年エド
ワード二世が捕えられ廃位を宣せられたのがこ、であった。リチヤード二世
は 1393年の夏このホールを美しく改築した。特にオークでイ乍った屋根は当時
のヨーロッパ随一の華麗なものであった。王はこのオークを征服王がノ、ロル
ドとの戦いで勝利を収めたバトル (SHE-1. P. 105)の近くのベトリィ
Petleyにある御料林King'sWOOd19)から集めた。このようにこの建物を改築
したりチャード二世の運命はまことに皮肉なもので，王は 1399年こ冶で廃位
させられたのである。このホールにか冶わる運命の皮肉はまだある。 1649年
1月，時の国王チャールズ一世はこ、で裁判にかけられ死刑となった。王は
1649年 1月30日午前 10時幽閉されていたセント・ジェイムズ宮殿からま
だ霜の消えぬセント・ジェイムズ公園を通り抜けてホワイト・ホール
(SHE-1， P. 101)に向った。沿道には群衆が溢れていた。王はホワイト・
ホールに一旦入り，その後外に設けられた処刑台に引き出されて首を切られ
た。午後2時4分であった。見物人はホワイト・ホールの屋根にまでG令なり
となった。王の首を切った側の主領，つまり議会派の領袖クロムウェルが
1653年護民卿LordProtectorに就いたのも，また王政復古後彼の首が改めて
附きれたのもこのウエストミンスター・ホールであった。そうして今日，右
手に剣を，左手にパイフゃルを持った彼の像が建っているのもまたこの建物の
前である。
ウエストミンスター・ホールは 1834年の火災からも免がれ，また第二次世
界大戦中の 1941年の爆撃による破壊も修復されてわれわれはかつての原型
に近い姿を見ることが出来る。
35 Surrey N. 1. ト書 SHE-1 
36 Venice N. 1. 97 附図2-2D
(87) 
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慣用的に使われるペニスの名は英語ヴェニス Veniceであってイタリア語
ではヴ、ェネツィア Veneziaである。イタリア北東部，アドリア海北端，ヴェ
ラグーナ
ネツィア湾の西部の浅瀬のiHI，すなわち潟Lagunaの上に建設された町であ
るので、ゥーェネツィアは一名 Lacitta della lagunaともいわれる。人口約36.7
万(1969)。町は陸地から 4km，外海から 2km離れ， 118の小島を 177本の
運河と 400以上の橋とで結んだ水の都て、世界的な観光地て、ある。昔は陸地か
ら孤立していたが現在は 1933年に建設された鉄道橋とこれに並行する道路
橋とによって本土と桔ばれている。運河のうちで最も有名で最大のものがそ
の名の通りのカナル・グランデCanaleGrandeで，長き 3.8km，幅30-70
m，深さ 5m-5.5 mのこの逆S字形の大運河によって町は東北と西南の 2
地区に分かれている。建物は坑の上に基礎を置き，出入口は内側道路にも通
じてはし、るが，正面は運河に面し，玄関前の階段が船付場となる。潮の干満
の差は 60cmもあって石段は勿論建物の基礎部分も苔に触れている。記念建
築物ともなっている古い 200の大邸宅・宮殿の殆んどはカナル・グランデに
面している。運河には水上パス Vaporette，モーターボート Motoscafoそれに
ゴンドラ Gondolaが走るだけでこの町には自動車も走らないことが大きな
特色である。
西暦452年以前この地方はローマ帝国の中でも最も栄えた町であったが蛮
族の侵入で住民は今日のヴェネツィアに移ってこの町を繁栄させ， 810年中
世ヨーロッパの最も強力な都市となり「アドリア海の女王」の名を恋にした。
1797年にナポレオンがこの町をオーストリアの支配下に置いた時点でその
独立を失い，その後1866年にイタリア王国に統合された。 12世紀から 18世
紀にかけての建築様式が数多く見られ，絵画，橋にも貴重なものが多し、。ま
たヴ、ェネツィア・カホラスの名で知られるカ、、ラスは装飾芸術であり，その他七
宝，レース，陶器，木工品などの生産も盛んである。
37 Golgotha N_ 1 _ 144 5MB 
(88) 
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38 Troy V. 1. 11 SJC 
39 Pomfret V _ 1 _ 52 附図 1~3E
Pontefractのこと。ヨークシャーのリーズLeedsの約20km南にある人口
31. 335 (1971)の町。ロンドンからは鉄道で293kmoこの地名は「壊れた橋」
に由来するもので， 1177年には Pontfreitの形であった。今日の古い地方的発
音 ['pJ¥mfrit]はPumfrete(1185年頃-1193年)と Puntefreit (1226年)の
古い綴りに対応するものである。音〔の最近の地方的発音の ['p:Jmfr8t]また
は ['poumfr8t]はPounfre(i)tとシェイクスピアも{変っている Pomfretに対
応するものである。尚「壊れた橋」として世に有名なものはローマのテウ。エ
レ川に事支っている PonteRottoである (SJC. p. 370 f.)。ここにあるノル
マン式の城は 1世紀後半にイルパートI1bertde Lacyという人によって建
てられたためI1bertCastleの名でドゥームズティ・ブックに記録されてい
た。ジョン・オブ・ゴーント及びその子へンリ一四世の居城となり， 17世紀
にはイングランドにおける最も強力な城の一つであったと伝えられるが今は
廃枇である。
本劇の第5幕でリチヤード王はエクストンの士爵ピヤースに殺されている
が，これはシェイクスピアの創作であって， 32項に述べたように餓死したと
いうのが最も史実に近い。
40 Rutland V _ 1_ 44 附図 1~4F
イングランド 40.;'卜|の中で最ノj、の州で面積394kmヘ人口約2.7万(1971)。
州都オーカム Oakhamの人口は僅か約7，000人である。
住民の殆んどは農耕従事である。昔から狐狩りで有名なところである。州、|
の最南端のストゥク・ドライ StokeDryは火薬陰謀大事件に連座したティグ
ビー卿の生地である (SMB， P. 333)。
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41 Oxford V. I. 52 SHE -2 
42 Cicester V. VI. 3 附図 1-5E
今日は Cirencesterと記してサイ(ア)レンセスターと発音するが，今日で
もCirencesterをシセスターと発音する人がいるが，これはシェイクスピア
時代の Cicesterに対する発音の名残りである。当時はまた Ciceterとも綴ら
れた。ローマ領有時代はコリニイウム・ドォブゥノールム Corinium Dobu-
norumと呼は、れ，リンカンからエクセターに至るフォス・ウェイという主要
なローマン・ロードと他の道路とが交叉する重要な地点であって，当時ブリ
タンニアにおけるローマ植民都市の中で二番目に大きい町であったが，ロー
マ軍の撤退後は忽ちのうちに廃れた。グロスターの南東約 23kmに位置する
人口 13，022 (1971)の町でロンドンから鉄道で155kmである。
43 Kent V. VI. 8 附図 1-5G
ヨーロッノf大陸に最も近い位置にあることと気候がよく地味豊かなために
イングランドで最も早く聞けた地方(本地誌考8項及びSHE-2の32項と
43項参看)。紀元前55年と同 54年ジュリアス・シーザーがブリタンニアに
遠征した時上陸したのがこのケントの海産であったし，第四代ローマ皇帝ク
ラウディウスが遠征でブリタンニアに上陸した時にもその地点はケントの海
岸であった20)。またローマ領有時代が終る時蛮族に悩まされたブリトン王が
救いを求め，それに応じて大陸から渡来してきたアングロ・サクソンの部族
が上陸したのもこのケントのサネット島であった (SHE-1の28項)。また
キリスト教がこの国に入ったのもこの地からであった。このためカンタベリ
にある大聖堂がこの国最大の総本山となっている (SHE-1の28項)。
このようにこの地誌考シリーズの中で既に何回となく触れてきたところで
ある。
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44 Bordeaux V _ N_ 33 SHE-1 
45 Holy Land V. VI. 49 
ノfレスチナ PalestineC英〕のこと。聖書の主要な背景をなす地方で，古く
はカナンと呼ばれた。元々「低地・平地jの意で， ヨルタツ川西部の全地域
を指した。今日では東はヨルダン渓谷地帯，西は地中海に面し，北はレバノ
ン山脈を境としてシリアに接し，南はユ夕、ヤ高地の尽きる所から砂漠となっ
てシナイ半島の荒野に至り，アラビアやエジプトに連なる地方をその範囲と
している。聖地エルサレムがあり，またこの地方が「アブラハムとその子孫
に与えられた約束の地」であり，出エジプトもこの約束の地カナンを目指す
ものであり， ["イスラエルの地j，Iへブル人の地j，I主が約束した地j，I良〈
広い地j，I主が顧みられる所j，["全地の中で最も素晴らしい所j，I乳と蜜の
流れる所j，I聖地」であるため常に宗教上の争地となり，十字軍の征戦場と
なり，今日イスラエル共和国とヨルダン王国とに二分されているが，絶えず
国際的紛争の地に今もって変わりがない。
主イエスの誕生の頃はローマ帝国が領有するところでローマの総督の支配
下にあって，イエス・キリストを十字架にかけたポンテオ・ピラト Pontios
Pilatos (C英JPilate)はその第五代総督であった。
本劇この場でボーリングブルックが述べているように彼はリチヤード二世
を殺した罪の償いにノfレスチナに行くことを考えていた。尚ボーリングブ
ルックは既に 1392年から 1393年にかけてノfレスチナに順礼しており，また
彼は 1413年 3月20日にウエストミンスター大寺院の「イエルサレムの間」
で亡くなっている。
尚5MBの2項を参看されたい。
(昭和52年5月20日受理)
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1 ) 筆者が既に書いた「地誌考」を参看されたい旨の場合には次のように略記した。
『へンリー八世j地誌考(前篇)...SHE-1 
『へンリ一八世』地誌考(後篇)…SHE-2 
『マクベス』地誌考 ..SMB
『ジュリアス・シーザー』地誌考…SJC
2 ) 第三子とされることもある。それは第二子の Williamが天逝しているがためであ
る。人名録には屡々このような違いのあるのはそのためである。
3) Walt巴rTylerともいう。生年・出生及び生涯の殆んどが不明。彼の生涯の最後の
9日間だけが歴史に残っている。 1381年の農民一撲の指導者。エセックス州のコルチェス
ター Colchester(附図 1-5 G)で生れてそこで煉瓦工 (tiler)であったらしい。労働者条
例・人頭税・その他の経済的不満に抗議して 1381年6月10日(月)結集した反乱農民は
ケント州で蜂起し，メイドストーン Maidston巴(附図 1-5 G)でその指導者に選ばれた彼
はー撲を率いてカンタベリ，ロチェスターを経てロンドンを襲い， リチヤード二世に謁し
て農奴制の廃止・商業の自由の制限の除去・反徒に対する恩赦の要求を約束させた(6月
14日)。その後カンタベリの大司教サドベリ SimonSudburyを反逆者としてロンドン塔で
処刑した。ジョン・オブ・ゴーントも反逆者の一人としてリストにあがっていたが，偶々
スコットランドに行っていて難を免れた。翌日夕イラーは再び王と会見し，新たな要求を
承認させようとしたが王たちの謀略にか、リ，彼はロンドン市長のウオールワース Wil
liam Walworthに斬られた。l381年6月15日のタ閣の中であった。
彼は志操堅固・頭脳明断で極めて公明正大な常識の持ち主であった。彼はジョン・オ
ブ・ゴ一トンのサボイの豪館を焼打ちするに当っても自分たちが単なる暴徒・掠奪者でな
いことを撒底きせ，ゴーントの家族を予め立ち退かせた程であった。
4 ) この館は元来は 1240年，へンリ一三世の王妃の叔父であって小シャル7ーニュ
Little Charlemagneと呼ばれたサウ、ォア公ピエールPeter，Earl of Savoy( 1203-1268. 5. 
15)がへンリ一三世に招かれて英国に来て滞在中に建造きれたものでそれは 1245年頃とさ
れる。チョーサーはここで結婚式を挙げたと信ぜられている。一撲によって焼かれたがそ
の後へンリー七世によって 1505年病院として再建された。その後礼拝堂がこ、に建えられ
たが 1864年焼失した。しかしヴィクトリア女王はそれを再建しそれが現存している(附図
3 -2 C)。
5 ) 竹内豊， mOUDICCA 真実と詩.1(室工大研究報告文科篇 8 -3) P. 112 
6 ) 当時英国の漁民はカレー市の漁民によって常に大きな打撃を受けていたためであ
る。
7 ) 実は当時懐妊していた王妃の願いをきさ入れたのであった。
8 ) 一般にブロンズ彫刻は原型が残る限り複数の作品を作ることが出来る。しかもー
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旦鋳造されたブロンズからではなし石膏等の原型から鋳造されたものはこれ皆すべて本
物と称する。国立西洋美術館のものは松方コレクションが日本に返還されるに当ってロ夕、
ン美術館の原型から特に新たに鋳造されたものであるのでコピーではなし、。小学館の『日
本百科大事典』に複製と説明されているがこれは説明不足である。
9 ) ロンドンの有名なコウーェント・ガーテーン CoventGard巴n(附図 3-2 C)の名は
「修道院の庭Jconvent gardenのつまって出来た名である(筆者 mOUDICCAJp. 345 
参看)。
10 ) W oodstockの名は 1000年頃アングロ・サクソン法典Anglo-SaxonLawsに
Wudustocと、 1123年には『アングロ・サクソン年代記』に Wudestokeと記録されていた。
1150年頃ターラムのシィメオン Symeonof Durhamが残した Historiaecclesia Duηel-
me 招俗Slお5とHiおstωor門'zarl陀'egumに
る。これはこの地がラテン語で森のある場所と呼ばれたことを示したものである。
尚この地名は奇しくも木で罪人の足をは.さむ為に出来た「足かせjの意ともなり，この
足かせが原形のま、この町の教会にある。
11) この場合われわれは名将の言葉に‘人格上すぐれた'などの倫理上の意味を不用
意に含ませではならない。7ールパラ公は金・名誉・権力を得る為には全く手段を選ばず，
しかもそれを本人は全く荻しいものでないと思っている権数謀略の人であった。
12) 680-755。デボンシャーのカートン Kirton又は Creditonに生れ，元の名は
Winfrid又は Winfrithであった。 Bonifaceの名は彼の司祭としての精進献身に対して教
皇グレゴリオ二世によって与えられたと伝えられる。 716年二人の徒僧を従えて大陸に渡
り主としてドイツで伝道し‘Apostleof Germany' といわれた。 754年Friesland(今日の
オラン夕、の北部)に福音伝道の為に赴いたが755年6月5日Dokkumで異教徒に襲われて
殺された。
13) ラテン名 Lefricus。コーンウオールに生れたといわれる。ローサンリンジア
Lotharingia (今日のフランス北東部ロレーヌ Lorraine地方)で教育を受けた。この教育が
終生彼に強い影響を与え，大陸のキリスト教会の理想と改革の理想、を植えつけた。エドワー
ド証信王付の機悔僧となった。彼はクレェディトンのような海賊の襲撃を受け易い場所に
司教座のあることに不満で城塞されているエクセターに移したい旨を書面にして彼の部
下のLanbertをロー?の教皇レオ九世に使いさせた。教皇は証信王にそれを認めるように
指示し，従順な証信王は自ら王妃と共にlO50年エクセターに出向いてレオフリックに会っ
てそれを許した。レオフリックは多くの聖衣や礼拝用品それに 60巻に近い書籍を教会に残
した。蔵書の中の 28巻は英語で書かれたもので，その中の一つに LiberExoniensisとして
知られる詩文書は有名でこれがBritishLibraryにコピーされ， 1842年 CodexExoniensis 
として出版され，更に 1933年別のものも附加された復製本が出版された。
14) ベネディクト修道士としてフランスで修業。 961年から 992年までウスター司教。
また 972年から 992年までヨークの司教も兼ねた。 992年2月29日没。
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15) または Wolstano 1012年頃ウォリソク近くのロング・イソチントン LongItchin-
gtonに生れる。ピーターパラ等で教育を受けた。彼は教えを乞う者は何人も厭わず，特に
貧者の子の洗礼に自身出向きしかも無料を常とした。僧院にし、ない{曽lま金を貰わずにも洗
ネしをするのが任だというのが彼の主張であった。 1062年ウスター司教となった。ノ--;>
ン・コンクエスト以後征服王に仕えた。没年は 1095年で死後直ちに聖人に列せられた。
16) SHE-2の172頁参看。
17) SHE-2の175頁-176頁参看。
18) ロンドンのストランド街に 1874年にロウ・コーツ Law Courts (正式名 Royal
Courts of ]ustic巴附図3-1C)の建築が始められそれが 1882年に完成したからである。
白亜に緑の屋根の美しいゴシック建築のこの建物はこの場所に変わりなく現存している。
19) ベトリィもキングス・ウッドも探し当らない。ただこの辺りには Oakの名のつく
地名が非常に多いところからこの一帯はオークが大量に生産をされたものと考えられる。
20) 筆者のmOUDICCA一真実と詩H室工大研究報告文科篇8-3)の293頁及び318
頁を参看されたい。
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